


はじめにはじめに

▲事業実施想定区域

事業実施想定区域



事業の概要事業の概要

環境影響評価にあたって環境影響評価にあたって環境影響評価にあたって

▲発電設備の概念図

備考）図はA案（湿式脱硫方式）の概念。B案（炉内脱硫方式）では湿式脱硫装置に代わり、炉内に石灰石を吹込むことにより、 炉内
　　  脱硫処理を行う。

▲当社事業と他社事業のプラント用地

木質ペレット木質ペレット

PKS（パームヤシ殻）PKS（パームヤシ殻）PKS（パームヤシ殻）

事業の名称

ボイラーの種類

発電端出力

燃料

運転開始時期

バイオマス専焼発電施設整備事業

事業実施想定区域の所在地 北九州市若松区響町２丁目

原動力の種類 汽力

循環流動層ボイラー（CFB）

5万kW

バイオマス（木質ペレット、PKS）

平成33年度（予定）

工事開始時期 平成30年度末（予定）
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▲都市計画区域

2km

響　灘

洞海湾

地域の特性地域の特性

複数案の設定複数案の設定

▲排ガス処理フロー（上段：A案、下段：B案）



他事業の工事状況
事業実施想定区域

▲事業実施想定区域付近の状況（南西側から撮影）

選定した環境要素 影響要因 選定した理由

硫黄酸化物（SOX） 施設の稼動（排ガス）

窒素酸化物（NOX）

浮遊粒子状物質（SPM）

大
気
質

計画段階配慮事項の選定計画段階配慮事項の選定

　硫黄酸化物、窒素酸化物、ばいじんが排出されること
により、事業実施想定区域周辺の大気環境に重大な影響
を及ぼす可能性があることから配慮事項として選定する。

▲周辺の土地利用計画



観測局

区　分 事業者 複数案
予測ケース

②複合影響①本事業に
伴う影響

二酸化硫黄（ppm） 二酸化窒素（ppm） 浮遊粒子状物質（mg/m3）

若松観測局

本事業

オリックス株式会社（当社事業）
A案

B案

－ －

－

● ●

●

●響灘エネルギーパーク合同会社
（当社のグループ会社）

株式会社MOT総合研究所（他社事業）

オリックス株式会社（当社事業）

株式会社MOT総合研究所（他社事業）

他事業
（バイオマス混焼発電
　施設整備事業：1号機）

0.002 0.020 0.023

大気質の予測条件について大気質の予測条件について大気質の予測条件について

▲予測対象とする煙突位置

備考）1．若松観測局は、事業実施想定区域から最も近い一般環境大気測定局である。
　　）2．濃度は、平成26年度の年平均値である。

備考）1．A案は「湿式脱硫方式+煙突80m」、B案は「炉内脱硫方式+煙突59m」である。
　　）2．表中の“●”は、予測の対象とすることを示す。

大気質の現況

大気質（排ガス）

計画段階配慮事項に関する調査、予測及び評価結果計画段階配慮事項に関する調査、予測及び評価結果



備考）1．A案は「湿式脱硫方式+煙突80m」、B案は「炉内脱硫方式+煙突59m」である。
　　）2．赤字は、環境基準と比較する将来環境濃度を示す。

※1：二酸化窒素の値は、平成26年度に若松観測局で測定された1時間値に基づき、窒素酸化物の年平均値を換算したもの。
※2：各項目の年平均値を、平成26年度に北九州市内の一般環境大気測定局で測定された値に基づき、日平均値に換算したもの。

項　目 複数案
年平均値

最大着地
濃度（a）

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ
濃度（b）

将来環境濃度
（c=a+b）※1

日平均値（2％除外値又は98％値）

将来環境濃度
※2

環境基準

最大着地
濃度地点

二酸化硫黄
（ppm）

窒素酸化物
（ppm）

二酸化窒素
（ppm）

浮遊粒子状物質
（mg/㎥）

0.00013
0.002

0.020

0.023

0.00010

0.00028

0.00021

A案

B案

A案

B案

0.000069

0.000052

A案

B案

A案

B案

－－

○

○

○

○

○

○

－
－

－－－

－
－

－

0.00213

0.00210

0.02028

0.02021

0.02307

0.02305

0.01675

0.01669

0.006 約0.6km
（南東）

約0.6km
（南東）

約0.6km
（南東）

約0.7km
（南東）

約0.7km
（南東）

約0.7km
（南東）

0.006

0.057

0.057

0.032

0.032

適否

1時間値の1日平均
値（2％除外値）が
0.04以下

1時間値の1日平均
値（2％除外値）が

0.1以下

1時間値の1日平均
値（年間98％値）が

0.06以下

▲二酸化硫黄の寄与濃度（長期的評価、A案）

備考）図中のコンタは、地上における二酸化硫黄の寄与濃度の年平均値（ppm）を示す。

最大着地濃度地点

本事業に伴う影響の予測結果



▲二酸化硫黄の寄与濃度（複合影響の長期的評価、本事業A案＋他事業）

備考）図中のコンタは、地上における二酸化硫黄の寄与濃度の年平均値（ppm）を示す。

最大着地濃度地点

項　目
年平均値

最大着地
濃度（a）

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ
濃度（b）

将来環境濃度
（c=a+b）※1

日平均値（2％除外値又は98％値）

将来環境濃度※2 環境基準

最大着地
濃度地点

二酸化硫黄
（ppm）

窒素酸化物
（ppm）

二酸化窒素
（ppm）

浮遊粒子状物質
（mg/㎥）

0.00023 0.002

0.020

0.023

0.00048

0.000121

－－

○

○

○

－－

－－

0.00223

0.02048

0.02312

0.01689

約0.8km
（南東）

約0.8km
（南東）

約0.8km
（南東）

0.006

0.057

0.032

適否

1時間値の1日平均
値（2％除外値）が
0.04以下

1時間値の1日平均
値（2％除外値）が

0.1以下

1時間値の1日平均
値（年間98％値）が

0.06以下

です。

備考）赤字は、環境基準と比較する将来環境濃度を示す。

※1：二酸化窒素の値は、平成26年度に若松観測局で測定された1時間値に基づき、窒素酸化物の年平均値を換算したもの。
※2：各項目の年平均値を、平成26年度に北九州市内の一般環境大気測定局で測定された値に基づき、日平均値に換算したもの。

複合影響に係る予測結果



項　目
評価結果の概要

複合影響（本事業A案※2+他事業※3）本事業に伴う影響※1（A案※2、B案※2）

重大な影響
の有無

複数案
の比較 －

※1：オリックス株式会社と株式会社MOT総合研究所の両発電事業に伴う影響。
※2：A案は「湿式脱硫方式+煙突80m」、B案は「炉内脱硫方式+煙突59m」である。
※3：他事業とは、響灘エネルギーパーク合同会社のバイオマス混焼発電施設整備事業である。

－

　いずれの項目も、長期的評価、短期的評価と
もに、環境基準等に適合している。また、最大着
地濃度地点は、長期的評価、短期的評価どちら
も工業専用地域または準工業地域内にある。
　以上のことから、本事業及び他事業が同時稼
働した場合においても、周辺の大気環境に重
大な影響を及ぼすものではないと評価される。

　複数案を寄与濃度で比較すると、A案の方が
B案に比べて長期的評価で約1.3倍、短期的評
価で約1.5倍高い。

評価結果

項　目
1時間値

最大着地
濃度（a）

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ
濃度（b）※1

将来環境濃度
（c=a+b） 環境基準等※2

適否

二酸化硫黄
（ppm）

二酸化窒素
（ppm）

浮遊粒子状物質
（mg/㎥）

0.0084 0.015

0.115

0.0520.0177

0.0044

○

○

○

0.023 0.1以下

0.2以下

0.1～0.2以下0.070

0.119

です。

※1：平成26年度における若松観測局の1時間値のうち、予測対象とした大気安定度Aの条件下での年間最高値とした。
※2：二酸化窒素については、中央公害対策審議会の答申（昭和53年3月）より、人の健康影響に係る判定条件等として提案され
　　た短期暴露濃度。

最大着地
濃度地点

風下側
約0.5km

風下側
約0.5km

風下側
約0.5km



計画段階配慮事項の選定計画段階配慮事項の選定

環境影響評価の手続き

ご意見の提出について

計画段階環境配慮書の縦覧について

提出先 提出場所 提出方法提出期限

北九州市環境局
環境監視課

〒803-8501
北九州市小倉北区城内1番1号 平成２９年４月２０日（木）

縦覧期間縦覧場所・時間帯

北九州市環境局環境監視課
（8時30分から17時15分まで）
若松区役所総務企画課
（8時30分から17時15分まで）
若松区役所島郷出張所
（8時30分から17時まで）
北九州市立文書館
（9時30分から18時まで）

北九州市小倉北区城内1番1号
（市役所本庁舎10階）

平成２９年３月２１日（火）
~４月２０日（木）

北九州市若松区浜町1丁目1番1号

北九州市若松区鴨生田2丁目1番1号

北九州市小倉北区大手町11番5号

備考）北九州市のホームページでもご覧になれます。（http://www.city.kitakyushu.lg.jp/kankyou/00600171.html）

（土曜、日曜、祝日は除きます。）

北九州市HPの所定の様式にご
記入の上、持参、郵送（当日消印
有効）、FAXまたは電子申請

環境影響評価の手続きについて環境影響評価の手続きについて








